
②不活化ポリオワクチンの接種は、初回免疫については、標準として生後3ヵ月から3週間以上の間隔をおいて3回接種しま

　 す。1回目の追加接種については、初回免疫後6ヵ月以上の間隔をおいて1回接種します。

③不活化ポリオワクチンの初回免疫および追加接種により高い免疫原性（感染から体を守る力）が示されますが、その力は

　 経時的に減弱します。

④4-6歳を対象として実施した試験において、2回目の追加接種により一度減弱した免疫原性が再度高まることが示さ

　 れています。

⑤不活化ポリオワクチンの接種後に、他のワクチン接種でもみられるのと同様の副反応がみられますが、通常は一時的な

もので数日で消失します。最も多くみられるのは接種部位の発赤(赤み)や腫脹(はれ)です。また発熱が接種された人の

数％におこります。重い副反応として、次のような副反応が報告されています。(1)ショック・アナフィラキシー、 (2)けい

　 れん。
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